


小児科医としての専門的技術を身に付けることができ
ます。

研究者としての基本的能力を修得することができます。

日本小児科学会の小児科専門医はもちろんのこと、日
本小児神経学会、日本アレルギー学会、日本内分泌学
会、日本血液学会、日本周産期新生児医学会、日本小
児循環器学会、日本腎臓学会などの、サブスペシャリ
ティーの専門医資格も取得できます。

他の専門病院との連携により、専門的知識と技術を習
得することができます。







小児科医局員の最近の学位取得状況
Effects of Temperature and Position Change on Neonatal Brain 
Regional Oxygen Saturation in Tub Bathing: A Prospective Study
西野 智彦 Pain and Therapy 10, 1269-1282, 2021 (2022)
Itch Tracker®による小児アトピー性皮膚炎の掻破運動の解析
景山 秀二 帝京医学雑誌 45 (2022)
小児即時型魚類アレルギー患者における魚類アレルゲンコンポー
ネント特異的IgEの測定の意義
小山 隆之 帝京医学雑誌 39, 231-241 (2016)
Low serum biotin levels in Japanese children fed with hydrolysate 
formulas 
佐藤 恭弘 Pediatr Int, 58, 872-876 (2016)
特殊ミルク・経腸栄養剤使用中の乳幼児における血中微量元素の
検討
元山 華穂子 帝京医学雑誌 39, 21-30 (2016)


